
福大生ステップアッププログラム 
 

第１回、作ろう花と緑と心のキャンパス 
－自然キャンパスマップをつくりましょう－ 

 
開催日時：平成 19 年 5 月 26 日（土） 

テーマ：緑とこころ 
講 座／緑の必要性と「こころ」のつながり 
野 外／学内の新緑 

 
講師：江戸川大学社会学部ライフデザイン学科教授 惠 小百合 

 
講演内容：  
１．緑の必要性とその意味 
２．緑によって何が変わるか 
３．緑と温暖化対策効果 
４．緑が育む人間性 
５．緑と私たちの“こころ”の関係 
６．緑のアクティブ･デザインの流れであった。 

 
講演詳細： 
１． 緑の必要性とその意味 

人間の先祖であるオランウータンは「森の人」という意味があり、我々の先祖はか

つて緑の中に住んでいた。脳と目の構造上、可視光線のなかで緑色が一番快適と感じ

るといわれている。緑、いわゆる樹のあるところには、分解者から第二次消費者まで

の生態系ピラミッド（図 1）を作ることができ、その底辺を広げること、つまり緑を増

やす事によって個体数の多い大きなピラミッドを形成することができる。 

 
図 1、オオタカを頂点とする食物連鎖（作：田中利勝） 



２. 緑によって何が変わるか 
開発により消えていった緑を復活させたり、これ以上の減少を防いだりするための

様々な活動が、まちづくりの一環として行われている。その例として、流山市におけ

る流山 Green Chain 戦略*や江戸川大学の学生を主体とした活動「おおたかの森まち

づくり」**等を紹介した。Green Chain 構想では「緑」を中心とした流山市の豊かな

資源を、高い経済的・社会的価値のある商品/サービスに創りかえる事業、ヒートアイ

ランド現象を抑制する街づくりを実現し、緑の価値を享受し楽しむ街づくり事業、そ

して、冷房等による温室効果ガス排出を抑制し、ひいては地球温暖化防止にも貢献で

きるように活動を続けている。また、「おおたかの森まちづくり」では流山グリーンフ

ェスティバル２００７にブースを設けおおたかの紹介や、国内で野放しにされている

竹林の維持管理の必要性や竹細工の紹介などを行っている様子を写真で紹介された。

これらの活動により参加する市民と企業、両方において価値を連続させて利潤を得る

Win Win の関係を作ることが大切なことである。 
 
*Green Chain 戦略構想：流山市の最大の資源である豊かな緑を計画的に保全・活用

したり、区画整理事業で失われた自然を修復・回復し、人にも都市にも地球環境にも

やさしい街づくりの実現を図ったりするとともに、その環境創造事業に賛同する住宅

開発や各種産業の誘致・集積により、地域経済の活性化と豊かな財政と粋な行政サー

ビスを実現し、市民満足度を継続的に高めてゆくための総合プログラム。 
 
**「おおたかの森まちづくり」：新しい市民に緑のまちづくりコンセプトを伝える（環

境学特講：ＴＸおおたかの森まちづくり）まつりによる市民参加のまちづくり「オオ

タカの絵本づくり」「オオタカカレンダーの配布」「竹細工による維持管理の必要性と

技術の伝承」「雨水調整池のビオトープ提案」等 
 

３. 緑の温暖化対策効果 
Green Chain Network Effect を用いることで、緑の山から発生する冷気を各戸

に連続的に流れ込むような都市計画を立てることにより自然の力で都市の温暖化を防

いでいく。また、環境省から依頼を受け流山市における熱環境影響調査を行い、街中

の温度分布地図を作った。この調査は市民に声をかけ住民参加のもとで調査を行った。

市民と共同作業を行った結果、個々の環境意識を向上させ各家庭に緑を増やしていく

ことを意識づけさせることができた。 
 
４. 緑がはぐくむ人間性 

緑に関わる活動をアピールし続けることで様々な団体が協力して環境活動を行うよ

うになった。ガーテニングクラブやオープンガーデンのように第三者に向けて緑を提

供するということにより「もてなしの心」を持つ人が多くなった。 
 



５. 緑と私たちの“こころ”の関係 
緑は中間媒体（メディア）であり、それを用いることで町全体の気持ちが一つにな

ることができる。また、緑は共有できる心の原風景であり、未来世代に送る贈り物で

ある。育てる緑、触れる土、たちのぼる陽炎とさわやかなおいしい空気等が媒体とな

って、私たちの気持ちがつながっていくのではないかと思う。自然に触れて体験する

ことで、よりそれらの緑を身近に感じ、また真剣に向き合っていくことができる。 
 

６.  緑のアクティブデザイン 
今後、緑のアクティブデザインをしていく中で、現在の状況だけで計画を立てるの

では無く、将来の予想をしながらそのために今何をするべきかを考えていく必要があ

る。例えば５０年後に大きくなる樹の周りには、その時に間引きする予定の木を植え

る。このように現場に合わせたデザイン、いわゆる学内のみを考えた計画でなく近隣

環境を視野に入れた計画を立てていく必要がある。 
 
 
学内自然散策： 

講演後、今回は「学内の新緑」をテーマに A 棟前広場、オアシス広場、そして A 棟

裏広場の自然散策を行った。参加者には白地図とポストイットを渡し、樹木の説明の

合間に感じたことや気づいたこと等を記述し地図の上に貼ってもらった。木々の印象

だけでなく植樹されている場所に於ける快適さ、温度の違いなど、視覚だけでなく心

や体で感じたことを書き込んでもらった。今回は第一回ということもあり、特に目的

をもって探索するのでなく自然探索マップづくりの第一歩となるように、その手法を

学ぶという意味で有意義な探索であった。 
 
総評： 

最終的に約２０名の学生・教職員が参加し、福大生ステップアッププログラム、第

一回「作ろう花と緑と心のキャンパス」が開催された。今回は「緑とこころ」をテー

マに恵教授から緑と人間のこころの関係をまちづくりや様々な活動を例として挙げな

がら講演していただいた。我々が何となく感じていた緑の大切さ、影響力等を再確認

させられた。学内散策においては意識を持ってフィールドに出ることで、初めて感じ

る植樹による精神的な影響、そしてキャンパス内の緑が学生の活動に影響を与えてい

ることが解った。 
 

次項に講演時、及び探索時の写真を載せる。 
 

 
 





 

 


